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そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
講
師
と
会

員
の
交
流
を
深
め
た
後
、
閉
会
し
た
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Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
１
周
年
（
創
立
３
５
周
年
）

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
平
成
二
六
年
十
一
月
二
十
九
日

（
土
）
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
で
行
わ
れ
、
約
６
０
名
の
出
席
を

得
ら
れ
た
。 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
１
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
加

藤
哲
男
理
事
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
基
調
講
演
で
は

宇
野
秀
保
氏
か
ら
「
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通

と
そ
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
の
整
備
の
歩
み
や
整
備
効
果
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
。
次
に
報
告
会
が
行
わ
れ
、
小
嶋
直

人
氏
か
ら
「
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通
と
小
浜

市
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

創
出
な
ど
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
、
金

松
健
一
氏
か
ら
「
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
に
向
け

た
大
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
大
野
城
周
辺

や
道
の
駅
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

   
 

○主 催：特定非営利活動法人 福井地域環境研究会 

○日 時：平成 26 年 11 月 29 日（土） 

     14:30～16:50 

○場 所：AOSSA 6F 

     （福井市手寄 1 丁目 4） 

○テーマ：「繋がる道は福井地域の未来に何をもたらすか」 

○基調講演 14:40～15:50 

「舞鶴若狭自動車道の全通開通とその整備効果について」 

   中日本高速道路(株)名古屋支社敦賀工事事務所長 

                   宇野 秀保氏 

○報告会 15:50～16:50 

・小浜市 

「舞鶴若狭自動車道の全線開通と小浜市のまちづくり」 

    小浜市産業部次長 小嶋 直人氏 

・大野市 

「中部縦貫自動車道の開通に向けた大野市のまちづくり」 

    大野市産経建設部建設整備課長 金松 健一氏 

         

2015.5.1 

第 4 号 

    News (通算 151 号) 
 

講演する宇野 秀保氏 

報告する小嶋 直人氏 報告する金松 健一氏 



Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
期
（
通
算
第
３
５
期
）
中
間
報
告
会
が

二
月
十
三
日
（
金
）
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
６
０
７
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。 

今
回
は
「
交
通
分
科
会
」
「
水
分
科
会
」
「
地
象
分

科
会
」
の
三
分
科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
及

び
新
規
入
会
者
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

加
藤
哲
男
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
梅
田
祐

一
氏
の
司
会
の
も
と
、
各
発
表
時
間
十
分
、
講
評
三
分
、

質
疑
三
分
の
時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
、

講
評
が
行
な
わ
れ
た
。
報
告
後
に
は
、
橋
本
栄
治
氏
に

よ
る
総
評
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
宮
本
好
昭
氏
よ
り
３
５
周
年
記
念
行
事
の
開

催
報
告
が
さ
れ
た
。 

 

 

報
告
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め

ら
れ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

橋
本 

拓
己 

 
 
 
 
 

講
評 

丸
中 

孝
通  

「
交
通
路
と
し
て
の
運
河
の
役
割
に
関
す
る
歴
史
的
考

察
」 

  

運
河
と
は
、
「
水
運
を
目
的
と
し
て
、
人
工
的
に
つ
く
ら

れ
た
水
路
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
ロ
ー

マ
時
代
か
ら
主
要
な
交
通
施
設
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に

か
け
て
は
、
水
運
は
我
が
国
の
需
要
な
輸
送
手
段
の
一
つ

で
あ
り
、
主
要
な
町
の
近
く
に
は
必
ず
水
路
が
存
在
し
て

い
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
鉄
道
、
高
速
道
路
な
ど
の
新
し

い
交
通
体
系
が
形
成
さ
れ
、
交
通
と
し
て
の
役
割
と
し
て

の
役
目
を
終
え
て
い
っ
た
。
過
去
の
遺
産
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
、
運
河
は
人
々
の
親
水
空
間
を
生
み
出
す
な

ど
の
新
た
な
利
用
方
法
を
得
て
都
市
の
空
間
再
生
・
自
然

再
生
に
役
立
つ
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
第
２
期
の
交
通
分
科
会
で
は
、
言
葉

の
語
源
や
運
河
法
等
を
整
理
し
、
文
献
調
査
・
現
地
調
査

を
踏
ま
え
た
上
で
、
交
通
路
と
し
て
の
運
河
の
歴
史
的
考

察
を
行
い
、
今
後
の
新
し
い
方
向
性
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
な
お
、
調
査
の
対
象
は
、
日
本
の
運
河
一
覧
を

参
考
と
し
、
関
連
す
る
文
献
調
査
、
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
く
。 

 

今
期
は
計
３
回
の
分
科
会
を
開
催
し
、
今
日
現
在
で
５

箇
所
の
現
地
調
査
、
文
献
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き

続
き
現
地
調
査
を
行
い
、
運
河
数
を
追
加
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 

こ
れ
ら
調
査
結
果
を
も
と
に
、
例
え
ば
、
①
市
街
地
（
中
心

部
）
と
の
位
置
関
係
、
②
人
口
、
③
面
積
、
④
鉄
道
の
敷
設
時

期
、
⑤
道
路
の
建
設
時
期
、
⑤
戦
災
の
有
無
、
⑥
ま
ち
づ
く
り

と
の
関
係
（
歴
史
的
考
察
）
、
⑦
市
街
地
形
態
等
の
変
遷
を
図

示
し
、
一
覧
表
に
整
理
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

 

【
水
分
科
会
】 

発
表 

齊
藤 

重
人 

 
 
 
 
 

講
評 

 

福  

秀
則  

「
県
内
河
川
と
地
域
の
つ
な
が
り
」 

  

今
期
の
水
分
科
会
は
「
県
内
河
川
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

と
題
し
て
、
福
井
県
内
の
河
川
の
流
域
概
要
、
歴
史
、
治

水
の
変
遷
、
利
水
の
状
況
、
環
境
の
状
況
を
調
査
し
、
と

り
ま
と
め
る
。
今
日
現
在
で
２
箇
所
の
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
河
川
の
状
況
を
報
告
す
る
。 

一
級
河
川 

荒
川 

 

永
平
寺
町
吉
野
ヶ
岳
が
源
で
、
中
流
部
は
福
井
平
野
東

部
の
田
園
地
帯
を
蛇
行
し
て
市
街
地
に
入
り
、
勝
見
で
足

羽
川
に
合
流
す
る
。
足
羽
川
合
流
部
に
は
足
羽
川
か
ら
の

逆
流
を
防
止
す
る
た
め
の
水
門
と
、
内
水
排
除
の
た
め
の

排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

荒
川
下
流
部
の
旭
地
区
で
は
１
９
９
０
年
か
ら
「
生
物

に
よ
る
水
質
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
城
東
橋
下
流
で

は
、
「
大
変
汚
い
水
」
か
ら
「
汚
い
水
」
に
変
わ
っ
て
い

る
。
最
上
流
部
か
ら
中
流
域
に
は
、
「
カ
ワ
ゲ
ラ
の
幼
虫
」

な
ど
の
「
き
れ
い
な
水
」
の
指
標
生
物
が
沢
山
発
見
さ
れ

て
お
り
、
豊
か
な
自
然
生
態
系
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。 

一
級
河
川 

天
王
川 

 

源
は
越
前
市
千
合
谷
町
の
丹
生
山
地
、
福
井
市
清
水
山

町
で
日
野
川
に
合
流
す
る
。
昔
は
内
郡
か
ら
南
に
向
か
い

そ
の
後
東
に
流
路
を
変
え
日
野
川
に
合
流
し
て
い
た
が
、

現
在
の
河
道
に
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
５
９
年
よ

り
、
日
野
川
合
流
点
～
市
姫
橋
間
が
整
備
さ
れ
、
平
成
１

５
年
以
降
は
市
姫
橋
～
五
箇
堰
間
が
事
業
中
で
あ
る
。 

 

天
王
川
は
昭
和
４
０
年
頃
に
は
河
原
が
点
在
し
て
い
た

が
、
近
年
は
低
水
路
の
固
定
な
ど
で
河
原
が
消
滅
し
て
い

る
。
河
川
改
修
に
よ
る
河
床
の
平
坦
化
に
よ
り
、
瀬
や
淵

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
旧
朝
日
町
に
は
天
王
川
を
美
し

く
す
る
会
が
あ
り
、
年
に
一
度
は
住
民
総
出
で
ゴ
ミ
拾
い

や
堤
防
の
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。 

第
二
期
中
間
報
告
会
開
催 

 
役
員･

予
算
案
議 

 
決 

第 2期中間報告会 加藤理事長のあいさつ 

宮本副理事長の 35周年記念行事開催報告 



【
第
二
期 

幹
事
会
開
催
】 

 
 

第
２
期
第
１
回
幹
事
会
を
６
月
５
日
に
ア
オ
ッ
サ
で
、
第
２
回
幹

事
会
を
７
月
２
８
日
に
福
井
大
学
で
、
第
３
回
幹
事
会
を
１
０
月
３

日
に
ア
オ
ッ
サ
で
、
第
４
回
幹
事
会
を
１
０
月
３
１
日
に
ア
オ
ッ
サ

で
、
第
５
回
幹
事
会
を
１
月
２
０
日
に
ア
オ
ッ
サ
で
、
第
６
回
幹
事

会
を
４
月
２
０
日
に
ア
オ
ッ
サ
で
、
今
期
は
計
６
回
開
催
し
た
。 

各
回
の
幹
事
会
に
お
い
て
、
各
部
門
の
事
業
進
捗
の
確
認
や
事
業

計
画
、
予
算
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
会
員
の

入
退
会
、
会
費
請
求
、
総
会
や
中
間
報
告
会
の
準
備
、
３
５
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
等
を
協
議
・
確
認
し
た
。 

  

《
入
会
》 

正
会
員 

 

な
し 

賛
助
会
員 

な
し 

 

平
成
２
７
年
４
月
末
現
在 

正
会
員 

 

７
５
名 

賛
助
会
員 

２
９
名 

合 

計    

１
０
４
名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

小
林 

孝
彰 

 
 
 
 
 

講
評 

加
藤 

式
男  

「
福
井
豪
雨
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
」 

  

今
年
度
は
平
成
１
６
年
７
月
１
８
日
に
発
生
し
た
福

井
豪
雨
か
ら
１
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
豪
雨
被
害
に
関
連
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ

ル
展
な
ど
が
い
く
つ
も
行
わ
れ
た
。
住
民
の
方
々
も
多

く
参
加
さ
れ
、
豪
雨
被
害
を
振
り
返
り
、
水
害
に
対
す

る
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
と
い
え
る
。
地
象
分
科
会
の
活
動
に
お
い
て
も
福
井

豪
雨
に
つ
い
て
過
去
に
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
期
は
被
災
か
ら
１
０ 

年
経
っ
て
現
地
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
を
調
査
し
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
。 

 

今
回
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
福
井
豪
雨
で
印
象

の
強
い
破
堤
現
場
、
付
近
の
浸
水
現
場
、
上
流
の
美
山

ま
で
に
焦
点
を
あ
て
て
、
次
の
の
４ 

箇
所
を
回
っ
て
調

査
し
た
。 

① 

足
羽
川
の
破
堤
現
場
付
近
で
あ
る
春
日
地
区 

② 

浸
水
被
害
の
大
き
い
み
の
り
地
区 

③ 
J
R
 

越
美
北
線
の
被
害
が
あ
っ
た
一
乗
谷
地
区 

④ 

土
石
流
被
害
の
大
き
か
っ
た
美
山
地
域 

 

現
地
調
査
で
は
復
旧
さ
れ
た
堤
防
や
、
新
し
く
で
き

た
堰
堤
な
ど
の
防
災
施
設
を
始
め
、
橋
梁
の
架
け
替
え

と
い
っ
た
よ
う
に
、
当
時
か
ら
の
違
い
が
把
握
で
き
る

も
の
の
ほ
か
、
地
下
埋
設
に
よ
る
貯
留
施
設
等
、
一
見

分
か
り
に
く
い
が
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
が
現
地
で

確
認
さ
れ
た
。 

 

 

☆
入
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円  

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左

記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
９
１
４−

０
８
１
１ 

福
井
県
敦
賀
市
中
央
町
１
丁
目
７−

３
６ 

福
井
県
敦
賀
土
木
事
務
所 

福 
 

秀
則 

T
EL

 
 

０
７
７
０
‐
２
２
‐
４
６
６
１ 

 
Ma
il

 
 h
-fu

ku-
n1
@pr

ef.
fuk

ui.
lg.

jp
 

  
 

 

         

総評を行う橋本栄治氏 発表行う齊藤氏 

発表行う小林氏 発表行う橋本拓己氏、講評の丸中氏 


